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(57)【要約】
【課題】　測定中に被検眼が動いても、その影響なく一
定の断層像を観察することができる。
【解決手段】　ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の断層画像
を取得する断層画像取得手段と、被検眼の正面画像を取
得する正面画像取得手段と、前記断層画像取得によって
取得された断層画像と前記正面画像取得手段によって取
得された正面画像を動画像としてディスプレイに表示す
ると共に、被検眼における前記断層画像の取得位置を設
定するために前記正面画像上に電子的に表示された測定
ラインを検者の操作に応じて移動させる表示制御手段と
、を備え、被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置で
あって、被検眼の位置ずれを検出する位置ずれ検出手段
と、検出された位置ずれに基づいて前記断層画像の取得
位置及び正面画像における前記測定ラインの位置を補正
する補正手段と、を備える。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＣＴ光源からの光を測定光路と参照光路に分割する光分割手段と、前記測定光路を介
して被検眼上に照射される測定光を走査する走査手段と、前記測定光による被検眼からの
反射光と前記参照光路からの光とが合成された光を検出するための受光素子と、を備える
ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の断層画像を取得する断層画像取得手段と、
　被検眼の正面画像を取得する正面画像取得手段と、
　前記断層画像取得によって取得された断層画像と前記正面画像取得手段によって取得さ
れた正面画像を動画像としてディスプレイに表示すると共に、被検眼における前記断層画
像の取得位置を設定するために前記正面画像上に電子的に表示された測定ラインを検者の
操作に応じて移動させる表示制御手段と、を備え、
　前記測定ラインを用いて設定された前記断層画像の取得位置に基づいて前記走査手段を
制御して被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置であって、
　被検眼の位置ずれを検出する位置ずれ検出手段と、
　前記位置ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて被検眼における前記断層
画像の取得位置及び正面画像における前記測定ラインの位置を補正する補正手段と、
　を備えることを特徴とする眼科撮影装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記位置ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて前記走
査手段を制御することによって、被検眼における前記断層画像の取得位置を補正すること
を特徴とする請求項１の眼科撮影装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記ＯＣＴ光学系を少なくとも内蔵する装置本体を移動させる駆動部
を備え、前記位置ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて前記駆動部を制御
することによって、被検眼における前記断層画像の取得位置を補正することを特徴とする
請求項１の眼科撮影装置。
【請求項４】
　ＯＣＴ光源からの光を測定光路と参照光路に分割する光分割手段と、前記測定光路を介
して被検眼上に照射される測定光を走査する走査手段と、前記測定光による被検眼からの
反射光と前記参照光路からの光とが合成された光を検出するための受光素子と、を備える
ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の断層画像を取得する断層画像取得手段と、
　被検眼の正面画像を取得する正面画像取得手段と、
　前記断層画像取得によって取得された断層画像と前記正面画像取得手段によって取得さ
れた正面画像を動画像としてディスプレイに表示すると共に、被検眼における前記断層画
像の取得位置を設定するために前記正面画像上に電子的に表示された測定ラインを検者の
操作に応じて移動させる表示制御手段と、を備え、
　前記測定ラインを用いて設定された前記断層画像の取得位置に基づいて前記走査手段を
制御して被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置であって、
　被検眼の位置ずれを検出する位置ずれ検出手段と、
　前記ＯＣＴ光学系を少なくとも内蔵する装置本体を移動させる駆動部を備え、前記位置
ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて前記駆動部を制御することによって
、被検眼における前記断層画像の取得位置を補正する補正手段と、
　を備えることを特徴とする眼科撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低コヒーレント光を用いて被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
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　被検眼（例えば、眼底、前眼部、等）の断層画像を非侵襲で得ることができる眼科撮影
装置として、低コヒーレント光を用いた光断層干渉計（Optical Coherence Tomography:O
CT）が知られている。このような眼科撮影装置では、例えば、測定光を眼底上で１次元走
査させながら、ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の深さ方向の情報を得ることにより、断層画
像を得ている（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、上記のような装置においては、被検眼の正面画像を取得するためのスキャニング
レーザオフサルモスコープ（ＳＬＯ光学系）又は二次元撮像素子を持つ撮像光学系をＯＣ
Ｔ光学系に複合させた構成が知られており、検者は、所定のスイッチ操作により、ディス
プレイに表示された被検眼正面画像上の測定ラインを移動させながら、被検眼の上下左右
方向における撮影位置を変更して断層画像の撮影位置を決定している。
【０００４】
　また、上記のような装置では、前述のように断層画像の撮影位置を決定した後、検者は
、所望する眼底部位を好適な撮影感度で観察するために、表示モニタに表示される断層画
像を見ながら参照光の光路長を変更する。
【特許文献１】特開２００７－１５１６２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の装置構成の場合、測定中に被検眼が動くと、その影響なく一定の
断層像を観察することが難しい。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を鑑み、測定中に被検眼が動いても、その影響なく一定の断層像
を観察することができる眼科撮影装置を提供することが技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００８】
　（１）
　ＯＣＴ光源からの光を測定光路と参照光路に分割する光分割手段と、前記測定光路を介
して被検眼上に照射される測定光を走査する走査手段と、前記測定光による被検眼からの
反射光と前記参照光路からの光とが合成された光を検出するための受光素子と、を備える
ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の断層画像を取得する断層画像取得手段と、
　被検眼の正面画像を取得する正面画像取得手段と、
　前記断層画像取得によって取得された断層画像と前記正面画像取得手段によって取得さ
れた正面画像を動画像としてディスプレイに表示すると共に、被検眼における前記断層画
像の取得位置を設定するために前記正面画像上に電子的に表示された測定ラインを検者の
操作に応じて移動させる表示制御手段と、を備え、
　前記測定ラインを用いて設定された前記断層画像の取得位置に基づいて前記走査手段を
制御して被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置であって、
　被検眼の位置ずれを検出する位置ずれ検出手段と、
　前記位置ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて被検眼における前記断層
画像の取得位置及び正面画像における前記測定ラインの位置を補正する補正手段と、
　を備えることを特徴とする。
　（２）
　ＯＣＴ光源からの光を測定光路と参照光路に分割する光分割手段と、前記測定光路を介
して被検眼上に照射される測定光を走査する走査手段と、前記測定光による被検眼からの
反射光と前記参照光路からの光とが合成された光を検出するための受光素子と、を備える
ＯＣＴ光学系を用いて被検眼の断層画像を取得する断層画像取得手段と、
　被検眼の正面画像を取得する正面画像取得手段と、
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　前記断層画像取得によって取得された断層画像と前記正面画像取得手段によって取得さ
れた正面画像を動画像としてディスプレイに表示すると共に、被検眼における前記断層画
像の取得位置を設定するために前記正面画像上に電子的に表示された測定ラインを検者の
操作に応じて移動させる表示制御手段と、を備え、
　前記測定ラインを用いて設定された前記断層画像の取得位置に基づいて前記走査手段を
制御して被検眼の断層画像を取得する眼科撮影装置であって、
　被検眼の位置ずれを検出する位置ずれ検出手段と、
　前記ＯＣＴ光学系を少なくとも内蔵する装置本体を移動させる駆動部を備え、前記位置
ずれ検出手段によって検出された位置ずれに基づいて前記駆動部を制御することによって
、被検眼における前記断層画像の取得位置を補正する補正手段と、
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、測定中に被検眼が動いても、その影響なく一定の断層像を観察するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態の眼科撮影装置の光
学系及び制御系を示す図である。なお、本実施形態においては、被検眼の奥行き（深さ）
方向をＺ方向（光軸Ｌ１方向）、奥行き方向に垂直（被検者の顔面と同一平面）な平面上
の水平方向成分をＸ方向、鉛直方向成分をＹ方向として説明する。
【００１１】
　図１において、その光学系は、被検眼眼底の断層画像を光干渉の技術を用いて非侵襲で
得るための干渉光学系（以下、ＯＣＴ光学系とする）２００と、赤外光を用いて被検眼の
眼底を照明し観察するための眼底ＳＬＯ画像を取得するスキャニングレーザオフサルモス
コープ（ＳＬＯ）光学系３００と、に大別される。なお、これらの光学系は、図示無き筐
体内に搭載され、ジョイスティック等の操作部材を介して所定のアライメント移動機構に
より被検眼に対して筐体を３次元的に移動させることにより被検眼に対するアライメント
が行われる。
【００１２】
　なお、４０は光分割部材と光結合部材としてのダイクロイックミラーであり、ＯＣＴ光
学系２００に用いられる測定光源２７から発せられる測定光（例えば、λ＝８４０ｎｍ付
近）を反射し、ＳＬＯ光学系３００に用いられるＳＬＯ光源６１から発せられるレーザ光
（例えば、λ＝７８０ｎｍ付近）を透過する特性を有する。この場合、ダイクロイックミ
ラー４０は、ＯＣＴ光学系２００の測定光軸Ｌ２とＳＬＯ光学系３００の測定光軸Ｌ１と
を同軸にする。
【００１３】
　まず、ダイクロイックミラー４０の反射側に設けられたＯＣＴ光学系２００の構成につ
いて説明する。２７はＯＣＴ光学系２００の測定光及び参照光として用いられる低コヒー
レントな光を発するＯＣＴ光源であり、例えばＳＬＤ光源等が用いられる。ＯＣＴ光源２
７には、例えば、中心波長８４０ｎｍで５０ｎｍの帯域を持つ光源が用いられる。２６は
光分割部材と光結合部材としての役割を兼用するファイバーカップラーである。ＯＣＴ光
源２７から発せられた光は、導光路としての光ファイバ３８ａを介して、ファイバーカッ
プラー２６によって参照光と測定光とに分割される。測定光は光ファイバ３８ｂを介して
被検眼Ｅへと向かい、参照光は光ファイバ３８ｃを介して参照ミラー３１へと向かう。
【００１４】
　測定光を被検眼Ｅへ向けて出射する光路には、測定光を出射する光ファイバ３８ｂの端
部３９ｂ、コリメータレンズ２５、被検眼の屈折誤差に合わせて光軸方向に移動可能なリ
レーレンズ（フォーカシングレンズ）２４、走査駆動機構５１の駆動により眼底上でＸＹ
方向に測定光を走査させることが可能な２つのガルバノミラーの組み合せからなる走査部
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２３、が配置されている。ダイクロイックミラー４０及び対物レンズ１０は、ＯＣＴ光学
系２００からのＯＣＴ測定光を被検眼眼底へと導光する導光光学系としての役割を有する
。なお、本実施形態の走査部２３では、２つのガルバノミラーによって測定光の反射角度
を任意に調整することにより、眼底上に走査させる測定光の走査方向を任意に設定できる
ような構成となっている。よって、被検眼眼底の任意の領域の断層画像を得ることが可能
となる。例えば、眼底に対して斜め方向に測定光を走査させることで、被検眼の眼底を斜
めから切断した際の断層像を得ることが可能であるし、眼底に対して丸状に測定光を走査
させることで、被検眼の眼底上の所定位置から一定距離にある断層像を得ることが可能で
ある。なお、光ファイバ３８ｂの端部３９ｂは、被検眼眼底と共役となるように配置され
る。また、走査部２３の２つのガルバノミラーは、被検眼瞳孔と略共役な位置に配置され
る。
【００１５】
　光ファイバ３８ｂの端部３９ｂから出射した測定光は、コリメータレンズ２５にて平行
光束とされ、リレーレンズ２４を介して、走査部２３に達し、２つのガルバノミラーの駆
動により反射方向が変えられる。そして、走査部２３で反射された測定光は、ダイクロイ
ックミラー４０で反射された後、対物レンズ１０を介して、被検眼眼底に集光される。
【００１６】
　そして、眼底で反射した測定光は、対物レンズ１０を介して、ダイクロイックミラー４
０で反射し、ＯＣＴ光学系２００に向かい、走査部２３の２つのガルバノミラー、リレー
レンズ２４を介して、コリメータレンズ２５により集光されて、光ファイバ３８ｂの端部
３９ｂに入射する。端部３９ｂに入射した測定光は、光ファイバ３８ｂ、ファイバーカッ
プラー２６、光ファイバ３８ｄを介して端部８４ａに達する。
【００１７】
　一方、参照光を参照ミラー３１に向けて出射する光路には、参照光を出射する光ファイ
バ３８ｃの端部３９ｃ、コリメータレンズ２９、参照ミラー３１が配置されている。参照
ミラー３１は、参照光の光路長を変化させるべく、参照ミラー駆動機構５０により光軸方
向に移動可能な構成となっている。
【００１８】
　光ファイバー３８ｃの端部３９ｃから出射した参照光は、コリメータレンズ２９で平行
光束とされ、参照ミラー３１で反射された後、コリメータレンズ２９により集光されて光
ファイバ３８ｃの端部３９ｃに入射する。端部３９ｃに入射した参照光は、光ファイバ３
８ｃを介して、ファイバーカップラー２６に達する。
【００１９】
　そして、眼底に照射された測定光の反射光と前述のように生成された参照光は、ファイ
バーカップラー２６にて合成され干渉光とされた後、光ファイバ３８ｄを通じて端部８４
ａから出射される。８００は周波数毎の干渉信号を得るために干渉光を周波数成分に分光
する分光光学系８００（スペクトロメータ部）であり、コリメータレンズ８０、グレーテ
ィングミラー（回折格子）８１、集光レンズ８２、受光素子８３にて構成されている。受
光素子８３は、赤外域に感度を有する一次元素子（ラインセンサ）を用いている。
【００２０】
　ここで、端部８４ａから出射された干渉光は、コリメータレンズ８０にて平行光とされ
た後、グレーティングミラー８１にて周波数成分に分光される。そして、周波数成分に分
光された干渉光は、集光レンズ８２を介して、受光素子８３の受光面に集光する。これに
より、受光素子８３上で干渉縞のスペクトル情報が記録される。そして、そのスペクトル
情報が制御部７０へと入力され、フーリエ変換を用いて解析することで、被験者眼の深さ
方向における情報が計測可能となる。ここで、制御部７０は、走査部２３により測定光を
眼底上で所定の横断方向に走査することにより断層画像を取得できる。例えば、Ｘ方向も
しくはＹ方向に走査することにより、被検眼眼底のＸＺ面もしくはＹＺ面における断層画
像を取得できる（なお、本実施形態においては、このように測定光を眼底に対して１次元
走査し、断層画像を得る方式をＢスキャンとする）。なお、取得された断層画像は、制御
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部７０に接続されたメモリ７２に記憶される。さらに、測定光をＸＹ方向に２次元的に走
査することにより、被検眼眼底の３次元画像を取得することも可能である。
【００２１】
　次に、ダイクロイックミラー４０の透過方向に配置されたＳＬＯ光学系（共焦点光学系
）３００について説明する。６１は高コヒーレントな光を発するＳＬＯ光源であり、例え
ば、λ＝７８０ｎｍのレーザダイオード光源が用いられる。ＳＬＯ光源６１から発せられ
るレーザ光を被検眼Ｅに向けて出射する光路には、被検眼の屈折誤差に合わせて光軸方向
に移動可能なリレーレンズ６３、走査駆動機構５２の駆動により眼底上でＸＹ方向に測定
光を高速で走査させることが可能なガルバノミラーとポリゴンミラーとの組み合せからな
る走査部６４、リレーレンズ６５、対物レンズ１０が配置されている。また、走査部２３
のガルバノミラー及びポリゴンミラーの反射面は、被検眼瞳孔と略共役な位置に配置され
る。なお、本実施形態におけるＳＬＯ光学系３００が持つ走査部６４は、前述のＯＣＴ光
学系２００が持つ走査部２３とは別の構成からなる。
【００２２】
　また、ＳＬＯ光源６１とリレーレンズ６３との間には、ビームスプリッタ６２が配置さ
れている。そして、ビームスプリッタ６２の反射方向には、共焦点光学系を構成するため
の集光レンズ６６と、眼底に共役な位置に置かれる共焦点開口６７と、ＳＬＯ用受光素子
６８とが設けられている。
【００２３】
　ここで、ＳＬＯ光源６１から発せられたレーザ光（測定光）は、ビームスプリッタ６２
を透過した後、リレーレンズ６３を介して、走査部６４に達し、ガルバノミラー及びポリ
ゴンミラーの駆動により反射方向が変えられる。そして、走査部６４で反射されたレーザ
光は、リレーレンズ６５を介して、ダイクロイックミラー４０を透過した後、対物レンズ
１０を介して、被検眼眼底に集光される。
【００２４】
　そして、眼底で反射したレーザ光は、対物レンズ１０、リレーレンズ６５、走査部６４
のガルバノミラー及びポリゴンミラー、リレーレンズ６３を経て、ビームスプリッタ６２
にて反射される。その後、集光レンズ６６にて集光された後、共焦点開口６７を介して、
受光素子６８によって検出される。そして、受光素子６８にて検出された受光信号は制御
部７０へと入力される。制御部７０は受光素子６８にて得られた受光信号に基づいて被検
眼眼底の正面画像を取得する。取得された正面画像はメモリ７２に記憶される。

　なお、制御部７０には、表示ディスプレイ７５に接続され、その表示画像を制御する。
また、制御部７０には、メモリ７２、ポインティングデバイスとして用いられるマウス７
６、が接続されている。なお、本実施形態におけるマウス７６には、検者の手によってマ
ウス７６本体が２次元的に移動されたときの移動信号を検出するセンサと、検者の手によ
って押圧されたことを検知するための左右２つのマウスボタンと、左右２つのマウスボタ
ンの間に前後方向に回転可能なホイール機構と、が設けられている。
【００２５】
　次に、ＢスキャンによりＸＺ面の断層画像（Ｂスキャン画像）を取得する手法について
説明する。図２は、ＢスキャンによるＯＣＴ画像と二次元的なスキャンによるＳＬＯ画像
を逐次取得する際の動作について説明する図である。ここで、制御部７０は、ＯＣＴ光源
２７とＳＬＯ光源６１を交互に点灯させることによって被検眼の眼底像を得るために被検
眼の眼底に照射される照射光を，ＯＣＴ光学系２００を介して照射される測定光とＳＬＯ
光学系を介して照射されるレーザ光とで切り換える。よって、制御部７０には、ＯＣＴ光
学系２００に配置された受光素子８３によって検出される干渉信号とＳＬＯ光学系３００
に配置された受光素子６８によって検出される受光信号が逐次入力される。
【００２６】
　ここで、制御部７０は、ＳＬＯ画像の１フレーム分の走査エリアのうち、画像取得に影
響を及ぼし難い、上下端部のエリア（図２のハッチング部分）を、ＯＣＴ画像取得に必要
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な時間分に相当する領域として、その領域に位置する間、ＳＬＯ光源６１をＯＦＦとする
。そして、ＳＬＯ光源６１がＯＦＦの間に、ＯＣＴ光源２７をＯＮにしてＢスキャンにて
ＯＣＴ画像を取得する。そして、制御部７０は、このような制御を連続して行い、交互に
得られたＳＬＯ画像及びＯＣＴ画像を、表示ディスプレイ７５に同時に動画として表示さ
せる。なお、本構成の詳しい動作については、本出願人による特願２００６－２０４４２
５号を参考にされたい。
【００２７】
　以上のような構成を備える装置において、その動作を説明する。図３は、ディスプレイ
７５に表示される表示画面の一例である。制御部７０は、ディスプレイ７５上に、ディス
プレイ７５の画面全体を移動可能なカーソル１００、ＯＣＴ光学系２００によって取得さ
れる断層画像２０１、ＳＬＯ光学系３００によって取得されるＳＬＯ画像３０１、被検眼
眼底に対するフォーカスを調整するためのフォーカス調整部４００、オートコヒーレンス
ボタン４０３、光路長調整部４１０、装置に設けられた図示なき前眼部観察用カメラによ
って撮影される前眼部観察画像５００、等が接続されている。制御部７０は、検者によっ
て二次元的に移動されるときにマウス７６から出力される操作信号に基づいてディスプレ
イ７５の画面上でカーソル１００を移動させる。また、本実施形態では、検者がマウス７
６を操作してディスプレイ７５上の所望の位置にカーソル１００を合わせた状態で、クリ
ック操作又はドラッグ操作を行うことにより撮影条件の設定が可能な構成となっている。
この場合、カーソル１００はディスプレイ７５上における任意の位置を指定するために用
いられる。
【００２８】
　まず、検者は、ディスプレイ７５に表示される前眼部画像５００を見ながら被検眼の瞳
孔中心が測定光軸がくるように、アライメントし、被検者に図示なき可動固視灯を注視さ
せ、検者の所望する測定部位に誘導する。
【００２９】
　そして、検者は、表示ディスプレイ７５に表示されるＳＬＯ画像３０１を見ながら、マ
ウス７６を用いてフォーカス調整部４００に表示されるスライダ４００ａにカーソル１０
０を合わせてドラッグ操作を行うことにより眼底像のフォーカス調整を行う。この場合、
制御部７０は、スライダ４００ａの表示位置に応じてレンズ２４及びレンズ６３を光軸方
向に移動させる。
【００３０】
　次に、ディスプレイ７５に表示されたオートコヒーレンスボタン４０３にカーソル１０
０が置かれた状態でマウス７６によるクリック操作がなされると、制御部７０は、駆動機
構５０を駆動制御してＯＣＴ信号が検出されるまで自動で参照ミラー３１を移動させる。
この場合、検者は、マウス７６を用いて光路長調整部４１０に表示されるスライダ４１０
ａにカーソル１００を合わせてドラッグ操作を行うことにより参照光の光路長調整を手動
で行うことも可能である。この場合、制御部７０は、スライダ４１０ａの表示位置に応じ
て駆動機構５０を用いて参照ミラー３１を移動させる。
【００３１】
　ここで、受光素子８３のＯＣＴ信号が検出されると、制御部７０は、前述のようにＯＣ
Ｔ光源２７とＳＬＯ光源６１を交互に点灯させ、ＯＣＴ画像とＳＬＯ画像を交互に取得し
ていき、取得された画像をディスプレイ７５の画面上に表示する。
【００３２】
　ここで、制御部７０は、ＯＣＴ画像及びＳＬＯ画像の各画像が１フレーム取得される毎
に、随時ディスプレイ７５に表示されるＯＣＴ画像及びＳＬＯ画像を随時更新していく。
以上のようにすれば、ＳＬＯ光学系３００による正面画像とＯＣＴ光学系２００による断
層画像が動画レートでほぼ同時に観察可能となる。なお、検者の設定によらない最初のＯ
ＣＴ画像の取得位置は、例えばＳＬＯ画像の中心位置から水平方向に所定領域分とすれば
よい。
【００３３】
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　ＯＣＴ画像及びＳＬＯ画像が同一画面上に表示されたら、検者はリアルタイムで観察さ
れる表示ディスプレイ７５上のＳＬＯ画像から検者の撮影したい断層画像の位置を設定す
る。ここで、検者は、マウス７６を用いて、画面上のＳＬＯ画像上に電気的に表示される
測定位置（取得位置）を表すラインＬＳにカーソル１００を合わせてドラッグ操作を行う
ことにより、ＳＬＯ眼底画像に対してラインＬＳを移動させていき、測定位置を設定する
。なお、ラインＬＳがＸ方向となるように設定すれば、ＸＺ面の断層画像の撮影が行われ
、ラインＬＳがＹ方向となるように設定すれば、ＹＺ面の断層画像の撮影が行われるよう
になっている。また、ラインＬＳを任意の形状（例えば、斜め方向や丸等）に設定できる
ようにしてもよい。
【００３４】
　そして、制御部７０は、設定された測定位置に基づいてＢスキャンによるＸＺ面の断層
画像の撮影動作を行う。すなわち、制御部７０は、画面上のＳＬＯ画像上に設定されたラ
インＬＳの表示位置に基づいてこのラインＬＳの位置における眼底の断層画像が得られる
ように、走査部２３を駆動させて測定光を走査させる。なお、ラインＬＳの表示位置（モ
ニタ上における座標位置）と走査部２３による測定光の走査位置との関係は、予め定まっ
ているので、制御部７０は設定したラインＬＳの表示位置に対応する走査範囲に対して測
定光が走査されるように、走査部２３の２つのガルバノミラーを適宜駆動制御する。
【００３５】
　ここで、検者によってラインＬＳがＳＬＯ眼底画像に対して移動されると、制御部７０
は、随時測定位置の設定を行い、これに対応する測定位置の断層画像の取得を行う。そし
て、取得された断層画像を随時ディスプレイ７５の表示画面上に表示する。このようにし
て、検者の所望する断層画像がディスプレイ７５に表示された際、所定の検者操作によっ
て所望する断層画像と正面画像がメモリ７２に記憶される。
【００３６】
　なお、上記構成において、断層画像取得時のＳＬＯ画像に基づいて被検眼の位置ずれを
検出することにより、断層画像の補正を行うことも可能である。この場合、得られたＳＬ
Ｏ画像から被検眼の眼底の特徴点（血管形状や視神経乳頭）を画像処理により抽出し、抽
出された特徴点の偏位量を求めることにより被検眼の位置ずれを検出することが可能であ
る。そして、制御部７０は、検出された被検眼の位置ずれ量に基づいて走査部２３を駆動
制御させ、位置ずれ量分測定位置を補正する（ラインＬＳの表示位置も補正するとよいじ
ょ）ことにより、測定中に被検眼が動いても、その影響なく一定の断層像を観察すること
ができる。その他、制御部７０は、検出された被検眼の位置ずれ量に基づいて装置本体全
体を移動させるよう図示なき駆動部を制御することにより、被検眼の位置ずれを補正する
ことが可能である。
【００３７】
　また、制御部７０は、マウス７６等のポインティングデバイスによって断層画像上にお
ける任意の位置で指定される指定位置の指定位置情報又は指定位置の移動情報に基づいて
参照光の光路長と測定光の光路長との光路差を変更し、参照光に対応する被検眼の深さ位
置を変更する。また、制御部７０は、さらに、前述の指定位置の指定位置情報、又は指定
位置の移動情報に基づいて前記測定光を走査して、被検眼上における測定光の走査位置を
変更する。
【００３８】
　さらに、制御部７０は、マウス７６等のポインティングデバイスによって断層画像上に
おける任意の位置で指定される指定位置の上下方向における指定位置情報又は指定位置の
移動情報に基づいて参照光に対応する被検眼の深さ位置の変更又は測定光の走査位置の変
更のうちの一方の変更制御を行い、左右方向における指定位置の指定位置情報又は指定位
置の移動情報に基づいて参照光に対応する被検眼の深さ位置の変更又は測定光の走査位置
の変更のうちの他方の変更制御を行う。
【００３９】
　より具体的には、制御部７０は、ディスプレイ７５において断層画像２０１を表示する
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領域として設定された断層画像表示領域２０１Ｒの上にカーソル１００が置かれた状態で
、マウス７６から出力される操作信号に基づいて参照光に対応する被検眼の深さ位置又は
測定光の走査位置を変更する。この場合、メモリ７２には、ディスプレイ７５上における
断層画像表示領域２０１Ｒの表示位置（座標位置）が記憶されている。
【００４０】
　　上記のように断層画像が撮影され、ディスプレイ７５上の断層画像表示領域２０１Ｒ
に断層画像２０１が表示された後、参照光に対応する被検眼の深さ位置又は測定光の走査
位置を変更したい場合、検者は、マウス７６を操作して断層画像２０１にカーソル１００
を合わせ、断層画像２０１に対して所定の操作（例えば、ドラッグ操作、クリック操作）
を行う。
【００４１】
　例えば、制御部７０は、断層画像表示領域２０１Ｒにカーソル１００が置かれた状態で
マウス７６がクリックされ、クリックされた状態のまま水平面上の任意の方向にマウス７
６が移動される（ドラッグされる）と、マウス７６の操作方向に応じて移動されるカーソ
ル１００に追従して断層画像２０１が表示領域２０１Ｒ内で移動されるように参照光に対
応する被検眼の深さ位置及び測定光の走査位置の変更を行う（図４参照）。
【００４２】
　この場合、制御部７０は、マウス７６に設けられたマウスボタンからの検知信号が出力
された状態のままマウス７６から出力される操作信号に基づいてカーソル１００によって
指定される上下方向及び左右方向における指定位置の移動情報を取得する。
【００４３】
　ここで、図４（ａ）に示すように断層画像２０１がクリックされた状態のままマウス７
６が前後方向に移動されることにより、ディスプレイ７５上の断層画像２０１に対して上
下方向へのドラッグ操作がなされると、制御部８０は、その操作信号に基づいて、カーソ
ル１００を上下方向に移動させると共に、図４（ｂ）に示すようにカーソル１００の移動
に追従して断層画像２０１が移動されるように駆動機構５０を用いて参照ミラー３１を移
動させることにより参照光の光路長の変更を行う。
【００４４】
　このとき、制御部７０は、マウス７６が前進する方向に移動されると参照光の光路長が
長くなる方向に参照ミラー３１を移動させ、マウス７６が後退する方向に移動されると参
照光の光路長が短くなる方向に参照ミラー３１を移動させる。そして、参照ミラー３１の
移動によって参照光の光路長が変更されると、結果的に、参照光の光路長と測定光の光路
長との光路差が変更され、参照光の光路長（光源２７～参照ミラー３１～分光光学系８０
０）と光路長が等しくなる眼底上の深さ位置が変化される。これにより、参照光の光路長
に対応する眼底上の深さ位置が変更される。
【００４５】
　そして、上記のようにして参照ミラー３１が移動され、参照光の光路長が変化された後
に取得された断層画像がディスプレイ７５に表示されると、結果的に、網膜、色素上皮、
脈絡膜、等を含む眼底断層像がディスプレイ７５上を上下方向に移動するように表示され
る。このとき、マウス７６が前進する方向に移動されると眼底断層像が上方向に移動し、
マウス７６が後退する方向に移動されると眼底断層像が下方向に移動するようにディスプ
レイ７５に表示される。
【００４６】
　なお、制御部７０は、マウス７６から出力される操作信号に基づいて、ドラッグ操作が
開始された位置を基準としてドラッグ開始位置からのマウス７６の前後方向における移動
量を検出して、上下方向における指定位置の移動情報を取得し、これに基づいて参照ミラ
ー３１を移動させる。なお、メモリ７２には、ドラッグ開始位置からマウス７６が所定量
移動されたときの参照ミラー３１の移動量を示す演算テーブルが記憶されており、制御部
８０は、前述のように検出されるマウス７６の前後移動量に対応する参照ミラー３１の移
動量を演算テーブルから取得することにより参照ミラー３１の移動量を求める。
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【００４７】
　また、本実施形態では、マウス７６が前後に移動されたときに、カーソル１００の上下
方向における表示位置の変位量と断層画像２０１の上下方向における表示位置の変位量が
等しくなるように、ドラッグ開始位置からのマウス７６の前後方向への移動量と参照ミラ
ー３１の移動量との対応関係が設定されている。したがって、ディスプレイ７５上におい
て、マウス７６に対するドラッグ操作によって移動されるカーソル１００に対して断層画
像２０１が追従するようにして表示されるように参照ミラー３１が移動される。
【００４８】
　また、上記構成において、制御部７０は、マウス７６が移動される毎に随時参照ミラー
３１を移動させ断層画像を取得し、既に表示されている断層画像を更新して新たに取得さ
れた断層画像をディスプレイ７５に表示するようにすれば、マウス７６のドラッグ操作時
において、検者は、画面上に表示される眼底部位の撮影感度の変化をリアルタイムで観察
することができるため、検者の所望する撮影条件への調整が容易となる。この場合、
　　また、断層画像の撮影感度は、参照光と光路長が等しい深さ位置にて取得される画像
の撮影感度が最大であり、参照光の光路長に対応する深さ位置から遠ざかるにつれて撮影
感度が低くなる。そして、本実施形態では、ディスプレイ７５上における断層画像表示領
域２０１Ｒの上限に表示される断層画像が参照ミラー３１の移動位置に対応した断層画像
であるため、断層画像表示領域Ｒの上限付近に表示される断層画像の撮影感度が最も高く
、下方向に向かうにつれて撮影感度が低下した断層画像が表示される。
【００４９】
　以上のような構成によれば、検者は、マウス７６を用いて断層画像２０１に対するドラ
ッグ操作を行うことにより、所望する眼底部位（例えば、網膜、脈絡膜等）が撮影感度の
高い状態でディスプレイ７５に表示されるように調整できるため、検者の直感的な操作感
覚によって検者が所望する眼底部位をスムーズに観察できる。なお、以上の説明において
は、参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置の変更に伴って断層画像の表示位置が上
下方向に移動するものとしたが、断層画像２０１に対する所定操作によって参照光の光路
長に対応する被検眼の深さ位置が変更されるものであれば、種々の変容が可能である。
【００５０】
　次に、図５を用いて、ディスプレイ７５上の断層画像に対してマウス７６による左右方
向へのドラッグ操作が行われた場合について説明する。ここで、図５（ａ）に示すように
断層画像２０１がクリックされた状態のままマウス７６が左右方向に移動されることによ
り、ディスプレイ７５上の断層画像２０１に対して左右方向へのドラッグ操作がなされる
と、その操作信号に基づいて、カーソル１００を左右方向に移動させると共に、図５（ｂ
）に示すようにカーソル１００の移動に追従して断層画像２０１が移動されるように走査
駆動機構５２を用いてガルバノミラー２３の走査位置を変更させることにより断層画像を
取得するときの被検眼眼底上における測定光の走査位置（照射位置）を変更する。
【００５１】
　断層画像を取得するために設定された各ガルバノミラー２３の駆動可能範囲（回転可能
範囲）は、一枚の断層画像を取得するときのガルバノミラー２３の駆動範囲（回転角度）
より広く設定されており、制御部７０は、一枚の断層画像を取得するときのガルバノミラ
ー２３の駆動範囲を一定に設定しつつ、駆動可能範囲から所定の駆動位置を選択する。よ
り具体的には、一枚の断層画像を取得する際のミラーの回転角度の幅を一定にしつつ、ミ
ラーの回転開始角度と回転完了角度を変更する（ミラーの振れ角の中心位置（回転中心位
置）を変更する）。これにより、被検眼眼底上を走査される測定光の走査角度を一定にす
ることで測定光の走査範囲を所定の走査幅に設定しつつ、被検眼眼底上における測定光の
走査位置を変更することが可能である。すなわち、測定光の走査位置が変更されても、被
検眼眼底上における測定光の照射幅は変更されず、測定光の照射範囲が全体的に左右方向
に移動する。
【００５２】
　ここで、制御部７０は、マウス７６が左方向に移動されるとドラッグ操作開始前の測定
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光の走査位置よりもドラッグ操作開始後の測定光の走査位置が右方向（装置側から見た場
合）に移動されるようにガルバノミラー２３を移動させ、マウス７６が右方向に移動され
るとドラッグ操作開始前の測定光の走査位置よりもドラッグ操作開始後の測定光の走査位
置が左方向（装置側から見た場合）に移動されるようにガルバノミラー２３を移動させる
。
【００５３】
　そして、上記のようにして断層画像を取得する際のガルバノミラー２３の駆動位置が変
更され、被検眼眼底上の測定光の走査位置が変化された後に取得された断層画像がディス
プレイ７５に表示されると、結果的に、網膜、色素上皮、脈絡膜、等を含む眼底断層像が
ディスプレイ７５上を左右方向に移動するように表示される。この場合、ドラッグ操作前
の測定光の照射位置に対してドラッグ操作によって新たに測定光が照射されて測定光の照
射対象となった眼底領域においては、これに対応する断層画像が断層画像表示領域２０１
Ｒ上に表示され、ドラッグ操作によって測定光の照射対象から外れた眼底領域においては
、これに対応する断層画像が断層画像表示領域２０１Ｒ上から消去された状態となる。
【００５４】
　なお、制御部７０は、マウス７６から出力される操作信号に基づいて、ドラッグ操作が
開始された位置を基準としてドラッグ開始位置からのマウス７６の左右方向における移動
量を検出し、左右方向における指定位置の移動情報を取得し、これに基づいて断層画像を
取得する際のガルバノミラー２３の走査位置を変更させる。なお、メモリ７２には、ドラ
ッグ開始位置からマウス７６が所定量移動されたときに、一枚の断層画像を取得する際の
ガルバノミラー２３の回転中心位置の偏位量を示す演算テーブルが記憶されており、制御
部８０は、前述のように検出されるマウス７６の左右移動量に対応するガルバノミラー２
３の回転中心位置の偏位量を演算テーブルから取得する。
【００５５】
　また、本実施形態では、マウス７６が左右に移動されたときに、カーソル１００の左右
方向における表示位置の変位量と断層画像２０１の左右方向における表示位置の変位量が
等しくなるように、ドラッグ開始位置からのマウス７６の左右方向への移動量と回転中心
位置の偏位量との対応関係が設定されている。したがって、ディスプレイ７５上において
、マウス７６に対するドラッグ操作によって移動されるカーソル１００に対して断層画像
２０１が追従するようにして表示されるようにガルバノミラー２３が駆動される。
【００５６】
　また、上記構成において、制御部７０は、マウス７６が移動される毎に随時ガルバノミ
ラー２３の移動範囲を変更させ断層画像を取得し、既に表示されている断層画像を更新し
て新たに取得された断層画像をディスプレイ７５に表示するようにすれば、マウス７６の
ドラッグ操作時において、検者は、画面上に表示される断層画像の左右方向における取得
部位の変化をリアルタイムで観察することができるため、検者の所望する撮影条件への調
整が容易となる。
【００５７】
　また、制御部７０は、上記のように被検眼眼底上における測定光の走査位置が変更され
た場合、ＳＬＯ画像３０１上に電子的に表示される測定位置（取得位置）を表すラインＬ
Ｓの表示位置を変更された走査位置に対応するように変更する。
【００５８】
　以上のような構成によれば、検者は、マウス７６を用いて断層画像２０１に対するドラ
ッグ操作を行うことにより、所望する眼底部位がディスプレイ７５に表示されるように調
整できるため、検者の直感的な操作感覚によって検者が所望する眼底部位をスムーズに観
察できる。
【００５９】
　　また、上記構成によれば、検者は、断層画像２０１を見ながら、参照光の光路長に対
応する被検眼の深さ位置の変更と、被検眼上における測定光の走査位置の変更を行うこと
ができるため、これらの２つの変更操作をスムーズに行うことができる。
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【００６０】
　なお、本実施形態では、マウス７６の前後移動によって参照光の光路長に対応する被検
眼の深さ位置を変更させる一方で、マウス７６の左右移動によって被検眼眼底上の測定光
の走査位置を変更させる制御を行っている。よって、マウス７６が斜め方向に移動された
とき（前後方向へのマウス７６の移動と左右方向へのマウス７６の移動が同時に検出され
るため）に出力される操作信号に基づいて、参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置
の変更と被検眼眼底上の測定光の走査位置の変更を同時に行うことにより、断層画像の深
さ方向及び左右方向における撮影位置を並行して変更することも可能である。この場合、
断層画像２０１がディスプレイ７５上で斜め方向に移動するように表示され、ディスプレ
イ７５上に表示されている断層画像の位置を確認しながら、断層画像の深さ方向及び左右
方向における撮影位置を変更できるため、検者の所望する眼底部位の観察をスムーズに行
うことができる。逆に、マウス７６を前後に移動させて深さ方向の撮影位置を変更した後
、マウス７６を左右に移動させて左右方向の撮影位置を変更するような場合、深さ方向の
撮影位置を変更した時点で断層画像表示領域２０１Ｒから眼底部位の断層画像が見えなく
なり、深さ方向における位置関係が把握できなく可能性があり、所望する眼底部位を探す
手間が増加する可能性がある。
【００６１】
　また、以上の説明においては、マウス７６のドラッグ操作に対応して随時参照ミラー３
１を移動させ又はガルバノミラー２３の振れ角の中心を移動させディスプレイ７５上に表
示される断層画像を更新するものとしたが、既にディスプレイ７５上に表示されている断
層画像２０１をカーソル１００の移動に追従して移動させておき、クリックされた状態が
解除された操作信号が入力されたときに、ドラッグ開始位置からのマウス７６の前後方向
（又は左右方向）への移動量に応じて参照ミラー３１を移動させたのち（又はガルバノミ
ラー２３の振れ角の中心を移動させたのち）に断層画像を取得し、取得された断層画像を
ディスプレイ７５上に表示するようにしてもよい。
【００６２】
　また、上記構成において、制御部７０は、断層画像表示領域２０１Ｒにカーソル１００
が置かれた状態で、さらに、マウス７６に設けられたホイール部が回転されたときに、そ
の回転方向及び回転量に応じて、断層画像の上下方向（断層面に対して垂直な方向）にお
ける撮影位置を変化させるように、走査駆動機構５１を用いて眼底上の測定光の照射位置
をＹ方向に移動させるためのガルバノミラー２３の角度を調整するようにしてもよい。例
えば、ホイール部が前方向に回転されたときに、制御部８０は、その回転量に応じて眼底
上での測定光の走査位置が上方向に移動するようにガルバノミラー２３を動作させる。一
方、ホイール部が後方向に回転されたときに、制御部８０は、その回転量に応じて眼底上
での測定光の走査位置が下方向に移動するようにガルバノミラー２３を動作させる。また
、
断層画像表示領域２０１Ｒにカーソル１００が置かれた状態で、マウス７６に設けられた
ホイール部が回転されたときに、その回転方向及び回転量に応じて参照ミラー３１を移動
させるようにしてもよい。
【００６３】
　また、以上の説明において、ディスプレイ７５上に表示される断層画像は、ディスプレ
イ７５の画面上における上下方向が眼底の深さ方向、左右方向が眼底上における測定光の
走査方向に対応するものとしたが、ディスプレイ７５の画面上における上下方向が眼底上
における測定光の走査方向、左右方向が眼底の深さ方向に対応するような表示形態であっ
ても、本発明の適用は可能である。なお、前述の表示形態は、被検眼眼底上における測定
光の走査方向が上下方向の場合に特に有用であり、この場合、制御部７０は、マウス７６
の上下移動に応じて被検眼の測定光の走査位置を変更させ、マウス７６の左右移動に応じ
て参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置を変更するようにしてもよい。
【００６４】
　なお、上記のようにして被検眼上の左右方向（上下方向）における測定光の走査位置の
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変更を行う場合、被検眼眼底の湾曲形状に起因して眼底の各層も湾曲しているため、ＯＣ
Ｔ画像２０１の表示領域に表示される眼底画像における所定の眼底部位（例えば、網膜、
脈絡膜、色素上皮、等）の表示位置は、撮影位置の左右方向への変化によってディスプレ
イ７５のＯＣＴ画像２０１の表示領域内で変化し、結果的に、検者が所望する眼底部位に
おける撮影感度に変化が生じてしまう可能性がある。
【００６５】
　そこで、上記のように被検眼上における測定光の走査位置を変更した後に取得される断
層画像における所定の被検眼部位の深さ方向における撮影位置の変化を検出し、その検出
結果に基づいて、走査位置の変更前に設定された所定の基準位置に対する所定の被検眼部
位の深さ方向の撮影位置のずれが補正されるように参照光と測定光との光路差を変更する
ようにしてもよい。
【００６６】
　より具体的には、上記のようにマウスの左右移動に基づいて被検眼上の測定光の走査位
置を左右方向に変更するような場合において、制御部７０は、取得された断層画像におけ
る所定の眼底部位（例えば、反射率が大きい網膜色素上皮）の深さ方向における撮影位置
の変化を検出し、断層画像表示領域２０１Ｒ内における所定の眼底部位がほぼ同一の撮影
感度にて表示されるように、その検出結果に参照ミラー３１の移動を制御するようにして
もよい。
【００６７】
　この場合、ＯＣＴ光学系２００によって取得される断層画像において反射率が相対的に
大きい色素上皮部分を画像処理により抽出し、抽出された色素上皮部分の撮影画像上にお
ける撮影位置（深さ方向）をモニタリングする。
【００６８】
　ここで、制御部７０は、まず、測定光の走査位置が変更される前段階における色素上皮
部分の抽出位置を検出して基準位置として設定した上で、測定光の走査位置が変更された
後段階における色素上皮部分の抽出位置を検出することにより所定の基準位置に対する色
素上皮部分の撮影位置の深さ方向におけるずれ量を求める。そして、制御部７０は、その
撮影位置のずれが補正される方向に、参照ミラー３１を移動させ、そのずれ量がほぼ０に
なったときに参照ミラー３１の移動を停止させる。このように左右方向への測定光の走査
位置の変更に連動して断層画像上における撮影位置の変化前に設定された所定の基準位置
に対する色素上皮部分のずれが補正されるように参照ミラー３１を移動させることにより
、被検眼が観察した眼底部位を一定の撮影感度で観察することが可能となる。
【００６９】
　次に、断層画像２０１に対してマウス７６のクリック操作を行うことにより断層画像の
撮影位置を変更する手法について説明する。より具体的には、制御部７０は、図６（ａ）
に示すように、断層画像表示領域２０１Ｒにカーソル１００が置かれた状態で、マウス７
６がクリックされ、マウス７６が移動されることなく、クリックされた状態が解除される
（以下の説明においては、上記操作をクリックとする）と、図６（ｂ）に示すようにカー
ソル１００によって指示された位置にあった断層画像上の所定領域（例えば、所定の点）
が断層画像表示領域２０１Ｒにおける所定の基準位置（図６中のＫ参照）に表示されるよ
うに参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置又は被検眼眼底上の測定光の走査位置を
変更する。なお、図６中のＫは、実施形態の説明のためのものではあり、実際には表示さ
れない。
【００７０】
　この場合、制御部７０は、マウス７６に設けられたマウスボタンからの検知信号が出力
されたときにマウス７６からの出力される操作信号に基づいてカーソル１００によって指
定されて上下方向及び左右方向における指定位置の移動情報を取得する。
【００７１】
　なお、メモリ７２には、ディスプレイ７５上の断層画像表示領域２０１Ｒの座標位置（
Ｘ、Ｙ）が所定のステップで記憶されており、制御部７０は、断層画像表示領域２０１Ｒ
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上を移動されるカーソル１００の断層画像表示領域２０１Ｒにおける表示位置を検出でき
る。また、メモリ７２には、断層画像表示領域２０１Ｒにおいて、クリックされた断層画
像領域を表示させたい所定の表示位置（例えば、断層画像表示領域２０１Ｒにおける中心
位置、上方、下方、など）の座標位置が基準位置として記憶されている。この場合、制御
部７０は、前述の基準位置に対応する表示位置にレチクルを電子的に表示するようにして
もよい。
【００７２】
　ここで、制御部７０は、ディスプレイ７５上の断層画像２０１に対してクリック操作が
なされると、制御部７０は、その操作信号に基づいて、クリック操作が行われたときのカ
ーソル１００の断層画像表示領域２０１Ｒにおける座標位置を検出し、上下方向及び左右
方向における指定位置の移動情報を取得する。そして、取得された指定位置の移動情報に
基づいて指定された断層画像領域を表示させたい所定の基準位置の座標位置とカーソル１
００の座標位置との上下方向の偏位量及び左右方向の偏位量を検出する。
【００７３】
　そして、制御部７０は、前述のように得られた上下方向における偏位量に基づいて、カ
ーソル１００によって指定された断層画像領域がディスプレイ７５上の所定の上下位置に
くるように駆動機構５０を用いて参照ミラー３１を移動させることにより参照光の光路長
の変更を行う。
【００７４】
　この場合、制御部７０は、カーソル１００によって所定の基準位置に対して上にある領
域が指定されると参照光の光路長が短くなる方向に参照ミラー３１を移動させ所定の眼底
部位における断層画像の表示位置を下方向に移動させ、カーソル１００によって所定の基
準位置に対して下にある領域が指定されると参照光が長くなる方向に参照ミラー３１を移
動させ所定の眼底部位における断層画像の表示位置を上方向に移動させる。
【００７５】
　なお、メモリ７２には、所定の基準位置に対する上下方向における偏位量が所定の偏位
量であるときの参照ミラー３１の移動量を示す演算テーブルが記憶されており、制御部８
０は、前述のように検出される上下方向の偏位量に対応する参照ミラー３１の移動量を演
算テーブルから取得することにより参照ミラー３１の移動量を求める。この場合、ディス
プレイ７５上の所定の基準位置に対するカーソル１００の上下方向における表示位置の偏
位量と、断層画像２０１の上下方向における表示位置の変位量が等しくなるように、所定
の基準位置に対する上下方向における偏位量と参照ミラー３１の移動量との対応関係が設
定されている。したがって、マウス７６に対するクリック操作によって指定される所定の
断層画像領域がディスプレイ７５上における所定の上下位置に表示されるように参照ミラ
ー３１が移動される。
【００７６】
　以上のような構成において、例えば、ディスプレイ７５上の所定の基準位置を撮影感度
の高い状態でディスプレイ７５に表示される断層画像表示領域Ｒの上限付近に設定するこ
とにより、検者は、マウス７６を用いて断層画像２０１に対するクリック操作を行うこと
により、所望する眼底部位（例えば、網膜、脈絡膜等）が撮影感度の高い状態でディスプ
レイ７５に表示されるように断層画像２０１の表示位置を移動させることができるため、
検者が所望する眼底部位をスムーズに観察できる。これにより、検者は、撮影感度が高い
状態で表示される眼底部位を任意に選択することができる。なお、以上の説明においては
、参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置の変更に伴って断層画像の表示位置が上下
方向に移動するものとしたが、断層画像２０１に対する所定操作によって参照光の光路長
に対応する被検眼の深さ位置が変更されるものであれば、種々の変容が可能である。
【００７７】
　また、制御部７０は、前述のように得られた左右方向における偏位量に基づいて、カー
ソル１００によって指定された断層画像領域がディスプレイ７５上の所定の左右位置にく
るように走査駆動機構５２を用いてガルバノミラー２３の回転中心位置の偏位量を変更さ
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せることにより断層画像を取得するときの被検眼眼底上における測定光の走査位置（照射
位置）を変更する。
【００７８】
　この場合、制御部７０は、カーソル１００によって所定の基準位置に対して左にある領
域が指定されると、クリック操作前の測定光の走査位置よりもクリック操作後の測定光の
走査位置が左方向（装置側から見た場合）に移動されるようにガルバノミラー２３を移動
させ、カーソル１００によって所定の基準位置に対して右にある領域が指定されると、ク
リック操作前の測定光の走査位置よりもクリック操作後の測定光の走査位置が右方向（装
置側から見た場合）に移動されるようにガルバノミラー２３を移動させる。
【００７９】
　なお、メモリ７２には、所定の基準位置に対する左右方向における偏位量が所定の偏位
量であるときのガルバノミラー２３の走査位置（駆動位置）の変更情報を示す演算テーブ
ルが記憶されており、制御部８０は、前述のように検出される左右方向の偏位量に対応す
るガルバノミラー２３の走査位置の変更情報を演算テーブルから取得する。この場合、デ
ィスプレイ７５上の所定の基準位置に対するカーソル１００の表示位置の左右方向におけ
る偏位量と、断層画像２０１の左右方向における表示位置の変位量が等しくなるように、
所定の基準位置に対する左右方向における偏位量とガルバノミラー２３の走査位置の変更
情報との対応関係が設定されている。したがって、マウス７６に対するクリック操作によ
って指定される所定の断層画像領域がディスプレイ７５上における所定の左右位置に表示
されるように参照ミラー３１が移動される。
【００８０】
　上記構成において、制御部７０は、断層画像２０１に対するマウス７６のクリック操作
に対応して参照ミラー３１を移動させもしくはガルバノミラー２３の走査位置を変更させ
断層画像を取得し、既に表示されている断層画像を更新して新たに取得された断層画像を
ディスプレイ７５に表示する。
【００８１】
　また、制御部７０は、上記のように被検眼眼底上における測定光の走査位置が変更され
た場合、ＳＬＯ画像３０１上に電子的に表示される測定位置（取得位置）を表すラインＬ
Ｓの表示位置が変更された走査位置に対応するように変更する。
【００８２】
　以上のような構成によれば、検者は、マウス７６を用いて断層画像２０１に対するクリ
ック操作を行うことにより、所望する眼底部位がディスプレイ７５に表示されるように断
層画像２０１の表示位置を左右方向に移動させることができるため、検者が所望する眼底
部位をスムーズに観察できる。
【００８３】
　なお、本実施形態では、制御部７０は、断層画像２０１に対してクリック操作がなされ
たときの、ディスプレイ７５上の所定の基準位置に対するカーソル１００の上下方向にお
ける表示位置に応じて参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置を変更させる一方で、
ディスプレイ７５上の所定の基準位置に対するカーソル１００の左右方向における表示位
置に応じて被検眼眼底上の測定光の走査位置を変更させる制御を行っている。
【００８４】
　この場合、ディスプレイ７５上の所定の基準位置に対して斜め方向にカーソル１００が
置かれた状態でクリック操作がなされたときに出力される指定位置情報に基づいて、参照
光の光路長に対応する被検眼の深さ位置の変更と被検眼眼底上の測定光の走査位置の変更
を同時に行うことにより、断層画像の深さ方向及び左右方向における撮影位置を並行して
変更することも可能である。
【００８５】
　この場合、断層画像２０１がディスプレイ７５上で斜め方向に移動するように表示され
るため、ディスプレイ７５上に表示されている断層画像の位置を確認しながら、断層画像
の深さ方向及び左右方向における撮影位置を変更できるため、検者の所望する眼底部位の
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観察をスムーズに行うことができる。
【００８６】
　また、上記のように深さ方向及び左右方向における撮影位置の変更を同時に行うモード
以外の他に、断層画像２０１に対してクリック操作がなされたときのカーソル１００の上
下方向における表示位置に基づいて参照光の光路長に対応する被検眼の深さ位置を変更す
るモードと、断層画像２０１に対してクリック操作がなされたときのカーソル１００の左
右方向における表示位置に基づいて被検眼眼底上の測定光の左右方向における走査位置を
変更するモードと、を設けるようにしてもよい。
【００８７】
　なお、以上の説明においては、マウス７６を用いて参照光の光路長に対応する被検眼の
深さ位置又は被検眼眼底上の測定光の走査位置を変更するものとしたが、所定のディスプ
レイに表示される断層画像上における任意の位置を指定できる構成であれば、これに限る
ものではない。この場合、ディスプレイにタッチパネル機能を搭載させ、タッチパネル上
の断層画像をタッチしたときのディスプレイ上における指定位置情報、又はタッチパネル
上で断層画像に対するドラッグ操作がなされたときの指定位置の移動情報に基づいて参照
光の光路長に対応する被検眼の深さ位置又は被検眼眼底上の測定光の走査位置の変更を行
うようにしてもよい。
【００８８】
　また、以上の説明においては、参照光光路に参照ミラー３１を配置することにより参照
光を反射させるような構成としたが、参照ミラーを用いず光ファイバーで形成された光路
に参照光を通過させ、結果的に参照光と眼底から反射された測定光とが干渉するような構
成であってもよい（特開２００７－１５１６２２号公報参照）。この場合、例えば、参照
光光路に配置された光ファイバの出射端を移動させることにより参照光の光路長を変更で
きる。
【００８９】
　また、以上の説明においては、参照光の光路長を変化させることにより参照光の光路長
と測定光の光路長の光路差を変更するものとしたが、測定光の光路長を変化させるような
構成としてもよい。この場合、例えば、コリメータレンズ２５と光ファイバー３８ｂの端
部３９ｂを一体的に光軸方向に移動させることにより測定光の光路長を変化させるように
してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本実施形態の眼科撮影装置の光学系及び制御系を示す図である。
【図２】ＢスキャンによるＯＣＴ画像と二次元的なスキャンによるＳＬＯ画像を逐次取得
する際の動作について説明する図である。
【図３】ディスプレイに表示される表示画面の一例である。
【図４】ディスプレイ上の断層画像に対して上下方向へのドラッグ操作がなされたときの
表示画像の変化について説明する図である。
【図５】ディスプレイ上の断層画像に対して左右方向へのドラッグ操作がなされたときの
表示画像の変化について説明する図である。
【図６】ディスプレイ上の断層画像に対してクリック操作がなされたときの表示画像の変
化について説明する図である。
【符号の説明】
【００９１】
　２３　走査部（ガルバノミラー）
　２７　ＯＣＴ光源
　３１　参照ミラー
　７０　制御部
　７５　ディスプレイ
　７６　マウス
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　１００　カーソル
　２００　ＯＣＴ光学系
　２０１　断層画像
　２０１Ｒ　断層画像表示領域
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